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研究成果の概要（和文）：本研究では、フレイルティ評価質問票が特に海馬の体積減少に焦点を当てたCOPD患者
の脳フレイルティを検出する一助となるかを探求する。COPD患者40名と健常人20名を対象に、基本チェックリス
ト(KCL)にてフレイルを評価した。MRI画像から海馬体積を測定し、ROC分析を実施してKCLによる海馬萎縮の弁別
能力について検討を行った。その結果、KCL(1-25)およびKCL(1-20)は、左海馬体積の最低25％に属する個人を特
定するための診断的有用性（それぞれの特異性93％、感度90％）を示した。つまりKCLは、COPD患者における海
馬萎縮を効果的に検出することができることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to explore whether a frailty assessment questionnaire can 
assist in detecting brain frailty, with a particular focus on hippocampal volume reduction in 
patients with COPD. The study involved 40 patients with COPD and 20 healthy adults, assessing 
frailty status using the KCL, which spans seven structural domains. Hippocampal volumes were 
measured from MRI images, and ROC analysis was performed to examine the discriminative ability of 
KCL for hippocampal atrophy. The results showed that the left hippocampal volume in COPD patients 
was significantly smaller and more atrophied than that in healthy subjects (p < 0.05). Among the KCL
 subdomains, both KCL (1-25) and KCL (1-20) demonstrated diagnostic utility in identifying 
individuals belonging to the lowest 25% of the left hippocampal volume, with a specificity of 93%, 
sensitivity of 90%, and an AUC of 0.82.
Conclusion: The frailty assessment tool KCL can effectively detect hippocampal atrophy in patients 
with COPD.

研究分野： 呼吸器内科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の研究では、ライフスタイルに関連する質問票が、COPD患者における視床下部萎縮を検出するためのスクリ
ーニングおよび診断バイオマーカーとしての可能性を有することが示唆されたことに学術的意義がある。つまり
本知見によって、COPDの中でも将来的に認知症に移行しやすい一群を簡単なアンケートによって拾い上げること
ができ、効率よく認知症予備軍の確定検査（MRI）へいの移行が可能となるといった社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
慢性閉塞性肺疾患（COPD）におけるフレイルティでは、認知機能障害を引き起こすことがある。
特に、認知機能に重要な海馬の体積減少は、認知能力の低下を示すものであるが、神経画像技術
の専門性と難易度の高さから、これらの問題が臨床現場で見過ごされがちである。この悪循環を
断ち切るためには、本病態を特定するシンプルかつ効果的なスクリーニングツールの開発が必
要である。本研究は、フレイルティ評価質問票が特に海馬の体積減少に焦点を当てた COPD 患
者の脳フレイルティを検出する一助となるかを探求するものである。 
 
２．研究の目的 
具体的に、COPD 患者における海馬萎縮の非侵襲的診断ツールとしての基本チェックリスト
（KCL）の診断的有用性を評価することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
COPD 患者 40 名と健康な成人 20 名を対象に、KCL を用いて 7 つの構造的領域にわたるフレイ
ル状態を評価した。T1 強調 MRI 画像から海馬の体積を測定し、ROC 分析を実施して KLC に
よる海馬萎縮の弁別能力について検討を行った。 
 
 
４．研究成果 
患者背景を表 1 に示す。COPD 患者は健常者と比較して、男性が多く、高齢であり、呼吸困難
感が強く、喫煙負荷が強かった。また％FEV1、KCL スコアが有意に低かった。図 1 に示すとお
り COPD 患者は健常者に比べて左右の海馬の体積が有意に小さく萎縮していることが示された
(p < 0.05)。左海馬に注目してみると、KCL と左海馬の体積は、頭蓋容量、性別、年齢、喫煙を
共変量とした場合でも COPD において有意な負の相関がみられた (partial correlation 
coeeficient=-0.48, p<0.005)。一方健常者ではその関係性は見いだせなかった(図 2)。海馬萎縮の
弁別性の検討において、mMRC の程度と海馬萎縮との関連はみられなかったが、フレイルの程
度が強くなるにつれて海馬萎縮が強くなった(図 3)。表 2、図 4 に KCL の各ドメインと海馬体
積の相関関係を示す。KCL(1-25)及び KCL(1-20)が海馬体積との単変量相関係数が最も大きかっ
た。また、ROC の解析の結果、KCL(1-25)および KCL(1-20)は、左海馬体積の最低 25％に属す
る個人を特定するための診断的有用性（それぞれの特異性 93％、感度 90％）を示し、AUC は
0.82 であった。KCL(1-5)、KCL(6-10)、KCL(16-17)も 0.78 と診断的有用性を有していた。結論
として日常生活の脆弱性に焦点を当てたフレイルティアセスメントツールである KCL は、
COPD 患者における海馬萎縮を効果的に検出することができることが示唆された。以上から今
回の研究では、ライフスタイルに関連する質問票が、COPD 患者における視床下部萎縮を検出す
るためのスクリーニングおよび診断バイオマーカーとしての可能性を有することが示唆された
ことに学術的意義がある。つまり本知見によって、COPD の中でも将来的に認知症に移行しやす
い一群を簡単なアンケートによって拾い上げることができ、効率よく認知症予備軍の確定検査
（MRI）への移行が可能となるといった社会的意義がある。 
 
表 1.患者背景 

 



図 1. KCL と左海馬体積の関係（健常者 VS COPD） 

 
図 2. COPD と健常者における左右海馬体積の差異 

 
 
図 3. mMRC と KLC における左海馬体積萎縮の差異 

 
 



表 2. KCL 各ドメインと海馬体積の相関関係 
 

 
 
図 4. KCL 各ドメインと左右海馬体積の相関係数の差異 

  

図 5. KCL 各ドメイン別の左海馬萎縮の弁別能力 
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